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 medical reactor. 一般の研究炉は、トレーサーと呼ばれる短寿命放射性核種を生産して、これらが
医療用に使用されるから、広義には研究炉も医療用といえるが、通常は、癌治療を目的として人体を対
象とする中性子照射設備を持つ原子炉をいう。癌組織はボロンを健全組織より多く吸着する性質があ
り、またボロンは中性子をよく吸収してα線を出して癌組織を破壊する。従来熱中性子が癌治療に利用
されてきたが、熱中性子は人体奥部に届きにくいので、熱外中性子の利用も考えられている。日本では
京大炉（ＫＵＲ）、武蔵工大炉（ＭＩＴＲＲ）、ＪＲＲ２などの研究炉が医療用として利用されてい
る。
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